
医療の良心を守る市民の会の活動 

医療の良心を守る市民の会・第 13 回シンポジウム 開催レポート 

内部告発や医療裁判の厳しい実情、医療者と市民の協働に期待 

「医療の良心を守る市民の会」の第 13 回シンポジウムが 7 月 12 日（土）に東京・新橋で開催された（主

催：医療の良心を守る市民の会、共催：患者の視点で医療安全を考える連絡協議会、患者・家族と医療

をつなぐ NPO 法人架け橋）。 

「医療の良心を守る市民の会」は、1997 年に起きた日本医科大学病院の死亡事故で、遺族に謝罪した

執刀医助手が病院側から名誉棄損で訴えられ、最高裁で敗訴した事件をきっかけに 2006 年に設立され

た。患者のために内部告発をする良心的な医療従事者を支援し、市民の手で患者と医療者を共に守り育

て支えていこうという趣旨のもと、医療被害者、医師、弁護士、ジャーナリストらが会員となっている。

代表は永井裕之氏。 

 この日のテーマは「患者と医療者が手をつなぐためにすべきこと 事故調査は？ なぜ内部告発を？」。

パネリストとして、内部告発をした経験のある 2 人の医師、志村福子氏と打出喜義氏、医療事故被害者

遺族の伊藤典子氏を迎え、全国から約 90 人が参加、安全な医療のあり方を考えた。コーディネーターは

大熊由紀子氏（国際医療福祉大学大学院教授）。 

 

志村福子氏は、在籍していた千葉県がんセンターで消化器外科の腹腔鏡下手術で死亡事故が相次いだ

問題、および歯科医師の医科麻酔科研修でガイドラインが守られていない実態について告発した体験を

語った。志村氏は 2010 年にセンター長や県病院局長らに問題を訴え、改善を求めたが、具体的な対応

がないまま逆にパワーハラスメントを受けて退職に追い込まれる。そこで厚労省に実名で告発したとこ

ろ、すでに退職していたために公益通報者保護法（2006 年施行）の要件に該当しないとされ、とりあげ

られなかった。その苦労体験を通じて、志村氏は内部告発が必要なくなるような安全体制づくりと内部

告発者の人権を守ることの必要性を訴えた。 

 

打出喜義氏は元金沢大学付属病院産婦人科講師。院内で抗がん剤の臨床試験が患者の同意なく行われ

ていたことを告発した体験を通じて、「内部告発者」になることの厳しさを語り、内部告発の社会的な背

景や現状を解説した。1998 年に卵巣がんで同病院に入院した患者が無断で臨床試験の対象とされて副作

用に苦しみ、転院後に死亡、本人の遺志により遺族が 1999 年に提訴し、打出氏は遺族側の証人となっ

て支援した。2006 年に遺族側の勝訴となったが、打出氏は大学内で冷遇されつづけた。「内部告発者」

は英語では「whistleblower（警笛を鳴らす人）」と表現されるが、日本では「裏切り者」のような響き

がある。「内部告発の目的は組織の自浄作用を促すことであり、それが達成できるなら内部告発という手

段をとらなくてすむ」と打出氏は語った。 

 

伊藤典子氏は夫を医療事故で亡くし、その後 8 年にわたって裁判で争った経緯を語った。伊藤氏の夫

は 2003 年に直腸がんの手術を受け、手術は成功と説明されたにもかかわらず、3 日後に急死した。麻酔

薬の過量投与が原因ではないかと疑った伊藤氏は訴訟を起こし、医薬品の添付文書違反の責任を問うた

が、病院側の主張が認められて棄却されてしまう。裁判に膨大な時間と労力を費やした体験から伊藤氏



は「患者と医療者が手をつなぐために互いの立場を理解し合い、真摯に事故から学び、生きている人の

安全につなげて相互の信頼を築くことが大事」と訴えた。 

 

三氏から報告された内部告発や医療裁判をめぐる厳しい状況を受け、続くディスカッションでは会代

表の永井裕之氏が加わって、特に 2015 年 10 月から運用開始予定の医療事故調査制度に関して意見が活

発に交わされた。「医療の良心を守る市民の会」は医療事故調査制度の設立に長年取り組んできた団体の

１つ。永井氏は「ようやくここまで来た」との感慨と共に、調査制度の仕組みについて現時点での問題

点を指摘した。名実共に信頼できる制度として機能するには何が必要か、どうしたら原因究明と再発防

止の実現につなげることができるかを語り、とりわけ「第三者機関の創設が必要」と強調する。フロア

からの発言も活発で、弁護士やジャーナリストによるプロフェッショナルな意見はこの会の層の厚さを

感じさせた。 

課題は山積しているが、永井氏は「小さく産んで大きく育てよう」と呼びかける。すなわち「新たな

医療安全制度を小さく産んで、医療者、市民みんなの手で育て上げよう」と。一人ひとりが医療の質・

安全性を高めていく当事者であることを再確認し、盛会のうちに終了した。 

 （医療安全全国共同行動 HP 編集室） 

 

＊「医療の良心を守る市民の会」ホームページ http://ryousin.web.fc2.com/  

http://ryousin.web.fc2.com/

